
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンドブック 

防 災 

仰木の里学区自主防災会  
仰木の里学区自主防災会は、仰木の里学区自治連合会に加入している各自治会エリ

アの皆さんが、災害に備えて「自分たちの街は自分たちで守る」という意識を持って自

主的に防災活動に取り組んで頂いている自主防災組織の連合組織になります。各自

治会に収めて頂いた自治連合会費からの助成金と大津市からの補助金を財源として

活動しています。 

2021 年 5月避難情報改正により一部改訂 
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 災害は「いつ」、「どこで」発生するかわかりません。 

地震による建物の倒壊や津波被害、大雨による土砂災害、洪水、河川はん濫、台風がも

たらす強風による被害など、災害には様々な種類があります。 

 この「防災ハンドブック」は、災害時の心構えと、災害が発生した時に、どのように

行動すれば良いかについてまとめたものです。ご家庭の身近な場所に備えていただき、

ご家族や地域の皆さんで話し合いをされる際にご活用ください。 
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第 1章 地震から身を守る 
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第 1章 地震から身を守る 

高島市（旧マキノ町）から大津市

国分（晴嵐学区）までの断層帯で

長さは約 59ｋｍあり、仰木の里学

区は堅田断層に隣接しています。 

 過去の地震活動を踏まえて、

平成 21 年、政府の地震調査委員

会の報告で今後30年の地震発生

確率が発表されました。北部（高島

市）では、1～3％（国内でも高い

グループ）、南部（高島市南方～大

津市国分付近）では、ほぼ０％であ

りました。過去の地震活動と同様、

琵琶湖西岸断層帯は北部と南部

に分かれて活動すると推測されて

いますが、琵琶湖西岸断層帯全体

で発生する可能性も報告されてお

り、決して安心はできません。 な

お、琵琶湖西岸断層帯による地震

で大津市では最大震度７、マグニ

チュード７．８が想定されていま

す。 ※堅田断層の詳細な位置は、２３ページの

仰木の里学区防災マップをご覧ください。 

南海トラフ地震は、南海トラフ及びその周辺の地域における地殻の境界を震源とする大規模な地震で、これ

まで約 100～150 年ごとに地震が発生しています。昭和 21 年（1946 年）に発生した昭和南海地震は比較

的規模が小さかった事からエネルギーがまだ残っていると考えられ、次の南海トラフ地震は 100 年を待たず

今世紀前半にも発生する恐れがあり、その確率は70％～80％とも言われています。 

大津市でも最大震度6強の揺れが発生する可能性があります。 
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地震発生直後、震源近くの地震計により強い揺れの到達時間や震度を予測し、強い揺れが到

達する前に、テレビやラジオ、携帯電話等でお知らせするものです。 

震源からの距離によって、揺れの到達予測時間は数秒～数十秒と差がありますが、緊急地震

速報を見聞きした場合、少なくとも１分間程度、身の安全を守り、地震に警戒をしましょう。 

※詳しくは気象庁ホームページを参照ください。 

http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/ 

第 1章 地震から身を守る 
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第 1章 地震から身を守る 
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第２章 風水害から身を守る 

2021 年 5月改訂 
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第２章 風水害から身を守る 
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大津市防災マップ・カルテ 仰木の里学区 
学区毎にPDFで掲載されていますので印刷して手元に保管しておくことが可能です。 

https://www.city.otsu.lg.jp/kurashi/bosai/map/karte/north/1390165476290.html 

滋賀県防災情報マップ 
動的なサイトで土砂災害や水害などリスク別に組み合わせて最新の情報が見られます。 

https://shiga-bousai.jp/dmap/top/index 

第２章 風水害から身を守る 
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台風・豪雨時に下記避難情報のポイントを確認し避難しましょう。 

内閣府 避難勧告に関するガイドラインより引用 

第２章 風水害から身を守る 
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（もう少し詳しい情報） 

内閣府 避難勧告に関するガイドラインより引用 

第２章 風水害から身を守る 
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第２章 風水害から身を守る 
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 災害への備えは、自助、共助、

公助の3つがあります。 

大規模な災害が発生した時に

は、自治体・警察・消防・自衛隊な

どの防災機関だけでは十分な対

応はできません。 

 この 3 つが最適に機能すれば

被害を最小限におさえることが

できます。「自分の命は自分で守

る」「地域（自治会）で互いに助け

合う」といった、自助・共助の取り

組みが大切です。 

家族構成を考え

て必要なもの・

数を用意する事

も大切です。 

小さな子供 
□母子健康手帳 

□おむつ・おしりふき 

□ミルク・哺乳瓶 

□おんぶひもなど 

高齢者 
□杖 

□常備薬・お薬手帳 

□老眼鏡・紙おむつ 

□折りたたみ椅子など 

ペット 
□迷子札・ペット手帳 

□ペットフード 

□常備薬・リード 

□ペットの写真など 

第3章 自助・共助 
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第3章 自助・共助 

●自主防災会とは 
仰木の里学区自主防災会は、仰木の里学区自治連合会に加入

している各自治会エリアの皆さんが、災害に備えて「自分たちの街

は自分たちで守る」という意識を持って自主的に防災活動に取り

組んで頂いている自主防災組織の連合組織になります。各自治会

に収めて頂いた自治連合会費からの助成金と大津市からの補助

金を財源として活動しています。 

●自主防災会・防災部の活動 
自主防災会・防災部は、大規模な災害に備え、住民が的確に行

動し被害を最小限にするため、日頃から住民への防災知識の普

及・啓発、防災訓練などを行なっています。実際に地震などの災害

が発生した際には、初期消火活動、被災者の救出・救助、情報の

収集・伝達や避難所の運営といった活動を行うなど、重要な役割

を担っています。皆さんも防災部（自治会）に加入し災害に備えて

積極的に訓練に参加しましょう。 

●地域での助け合い 
大規模な災害が発生した時には、県や市、消防、警察などの防

災関係機関だけでの対応は困難です。被害を最小限にとどめるに

は、地域での助け合いが重要です。いつあなたが助ける側に、ま

た助けられる側になるかわかりません。日頃から地域の結びつき

が災害時大きな力を発揮します。実際に阪神・淡路大震災の時に

人命を救助した人の内訳は「近所の人」が最も多くなっています。 

●要配慮者や避難行動要支援者を支援 

地域には障害のある方や高齢の方、妊産婦の方や日本語が分からない外国人などがおられます。 

日頃から気にかけ、お互いにコミュニケーションをとり、そして災害が起きた時にはみんなで助け合える

関係をつくりましょう。 
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要配慮者の避難支援は、支援者による任意の取り組みです。 

自分自身や家族の安全を確保した上で、支援をお願いします。 

 

～支援者の皆さんへ～ 

 

○相手の立場を尊重し、どのような支援が必要かあらかじめ話し合っておきましょう。 

○要配慮者のプライバシーは守りましょう。 

○自身の被災等で支援ができない場合のことも、地域の方や要配慮者と相談しておきましょう。 

 
避難支援を始める前に 

第3章 自助・共助 
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【簡易担架の作成方法】 

①毛布を床に敷き、毛布の 1/3 程の所に棒を置き、棒を包み込むように折り返します。 

②折り返した毛布の端に、もう１本棒を置き、さらに折り返すとできあがりです。

毛布と棒を用いる場合 

毛布だけを用いる場合衣類を用いる場合

毛布の両端を中に向かって固く丸めます。

４人以上で、丸めた毛布の端をもって運び

ます。

５着以上の上着のボタンを掛け、

袖に棒を通して作成します。

【持ち上げる時の注意点】 【担架での搬送時の注意点】 

持ち上げるときは、腰を痛めない

よう、背筋を伸ばします。

①担架で搬送する時は、足を前にして運びま

す（上り坂は反対）。 

②後ろの人は、搬送される人の状態を観察し

ます。 

③安全のため、できるだけ４人で搬送します。

第 4 章 避難支援 
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担架などの器具を用いない搬送法は、長距離搬送には向きません。緊急的に、短い距離を移動さ

せるための手段となります。 

【3人で搬送する場合】 

搬送する人の下に、十分に手

を入れる。

一旦持ち上げ、膝の上にのせ

ます。

頭側の人の合図で同時に

立ちます。 

足を前にして運びます。 

【2人で搬送する場合】 

足を前にして運びます。

※傷病者の首が前に倒れる

恐れがあるので、気道の確保

に注意します。

①手を組む ②膝の下に手を入れ

て運ぶ※お互いの手首を 

しっかりと握ります。

第 4 章 避難支援 
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【1人で搬送する場合】 

両腕を交差又は平行にさせて、両手

を持って背負います。

【1人で移動させる方法】 （背後から後方へ移動させる方法 

脇の下に腕を入れ、おしりをつり

上げるように移動させます。

毛布などで包み、引っ張って移動させます。

※傷病者の胸腹部を圧迫する事が多いの

で注意します。

リヤカーの荷台に載せて運びます。 

前の人がリヤカーをゆっくりと引き、後ろの人

は安全のため搬送される人の状態を確認しな

がら押します。

第 4 章 避難支援 
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① 車いすを押す時は、ハンドグリップをしっかりと握り、ゆっくりと押します。 

② 車いすから離れる時は、ブレーキをかけます。 

③ 上り坂の時は進行方向に前向き、急な下り坂の時は、進行方向に後ろ向きに進みます。 

【移動と停止】 

上り坂 下り坂

第 4 章 避難支援 
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【移動と停止】 

① 段差を上る時は、ティッピングレバー（ステッピ

ングレバー）を踏み、ハンドグリップを押し下

げ、前輪（キャスター）を段の上にのせてから、

後輪を段の上に押し上げます。 

 

前輪（キャスター）を上げる時は声をかけ、上げ

すぎないように注意します。 

③ 段差を降りる時は、後ろ向きになって、まず

後輪を下ろし、次に前輪を浮かせながら後ろ

に引き、前輪を下ろします。します。 

② 階段では、４人で運ぶのが安全です。 

上がる時は車いすを前向きに、降りる時は車

いすを後ろ向きにするのが安全で、恐怖感を

与えません。 

いずれもブレーキをかけます。 

第 4 章 避難支援 
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第5章 災害への備え 
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第5章 災害への備え 
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大津市防災マップ・カルテ 仰木の里学区 
学区毎にPDFで掲載されていますので印刷して手元に保管しておくことが可能です。 

https://www.city.otsu.lg.jp/kurashi/bosai/map/karte/north/1390165476290.html 

滋賀県防災情報マップ 
動的なサイトで土砂災害や水害などリスク別に組み合わせて最新の情報が見られます。 

https://shiga-bousai.jp/dmap/top/index 

防災マップ 土砂災害警戒区域等の見方

防災マップ 洪水浸水推定区域の見方

 

第5章 災害への備え 
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大津市防災マップ 仰木の里学区里ブロック 

※ 最新情報は大津市又は滋賀県ホームページを確認下さい。 

第5章 災害への備え 
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大津市防災マップ 仰木の里学区里東ブロック 

※ 最新情報は大津市又は滋賀県ホームページを確認下さい。 

第5章 災害への備え 
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※開設優先順位は、まず両小学校体育館とし、収容人員が不足する場合
にその他の避難所を開設します。 

一時避難場所は、仰木の里学区自主防災会が作成配布しました防災マップ（次ページ
に転載）に消火栓の位置等とともに記載されていますのでご参照下さい。 

 
なお、指定緊急避難場所・指定避難所は、22～23 ページ掲載の大津市防災マップに
も記載されています。 

http://oginosatojishubo.com/Pdfs/bousaimap.pdf 

第5章 災害への備え 
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自主防災会発行仰木の里学区防災マップ 

平成31年 2月発行 

第5章 災害への備え 
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【発行】 2020年 1２月 仰木の里学区自主防災会  2021年 5月避難情報ガイドライン一部改訂 

メモ 

仰木の里学区自主防災会は、仰木の里学区自治連合会に加入している各自治会エリアの皆さん

が、災害に備えて「自分たちの街は自分たちで守る」という意識を持って自主的に防災活動に取

り組んで頂いている自主防災組織の連合組織になります。各自治会に収めて頂いた自治連合会費

からの助成金と大津市からの補助金を財源として活動しています。 


